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＊『生存科学』Vol. 28-2　訂正
　『生存科学』Vol. 28-2　p. 16　稲葉陽二先生「人工知能とソーシャル・キャピタル」本文
中，数式（5）及び（6）に誤りがございましたので，以下のとおり訂正し，お詫び申し上げ
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